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熊本県芦北町の
取り組み

文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
で
空

手
道
の
授
業
を
実
施
し
て
い

る
北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校

の
公
開
授
業
を
見
て
北
広
島
市
の
上

野
正
三
市
長
は
、「
空
手
道
の
安
全

性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
」
と
質
問

に
答
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
部
中

学
校
が
保
護
者
に
対
し
て
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
武
道
学
習
に
対
し

て
期
待
す
る
こ
と
は「
礼
儀･

挨
拶
」

「
身
を
守
る
」「
健
康
・
体
力
」
を
上

位
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

学
校
体
育
の
目
標
は
、
健
康
・
体

力
つ
く
り
、
協
調
心
・
団
結
心
を
養

う
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
、
友
人
を
つ

く
る
、
礼
儀
正
し
い
行
動
、
社
会
性

を
身
に
付
け
る
、
等
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
普
遍
的
価
値
志
向

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

指
導
者
が
陥
り
や
す
い
も
の
に

「
技
術
偏
重
指
導
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
早
く
子
供
た
ち
を
上
手
に

し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
心
理
か
ら
の

ー社会的期待ー

トップコラム

も
の
で
あ
り
、
指
導
者
の
「
性さ
が

」
と

言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
同
様
に

「
武
道
は
基
本
が
大
事
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
延
々
と
基
本
練
習
に
時
間

を
費
や
す
指
導
者
も
い
ま
す
。
し
か

し
こ
れ
で
は
授
業
を
受
け
る
子
供
た

ち
は
飽
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
武
道
授
業
に
与
え
ら
れ

る
時
間
は
、
基
本
的
に
年
間
12
時
間

程
度
で
す
。
礼
法
か
ら
始
ま
り
、
基

本･

移
動
基
本
・
基
本
形
と
学
習
し

て
団
体
形
の
発
表
や
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
多
く
の
も

の
を
端
折
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
安
全
で
あ
る
こ
と
、
健
康
に
な

る
こ
と
、
礼
儀
正
し
い
行
動
が
で
き

る
こ
と
。
こ
れ
ら
の「
社
会
的
期
待
」

を
、
空
手
道
を
手
段
と
し
て
体
験
さ

せ
る
と
い
う
視
点
で
指
導
者
が
中
学

武
道
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

全
日
本
空
手
道
連
盟　
　
　
　
　

医
科
学
委
員　

日
下
修
次

１
．
授
業
の
概
要

　

芦
北
町
の
中
学
校―

―

大お
お

野の

、
佐さ

敷し
き

、
田た
の

浦う
ら

、湯ゆ
の

浦う
ら

の
各
校
で
は
、平
成
23
年
11
月
よ
り
、

１
年
間
に
８
時
間
、
３
年
間
で
計
24
時
間
の

計
画
で
空
手
道
授
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
（
※
１
）。
体
育
担
当
の
先
生
方
が
研
修
を

全国に先駆けて空手道の採用を決定し、平成23年11月より
町内のすべての中学校で空手道の授業を実施している町があり
ます。熊本県南部に位置する人口約２万人の芦北町（竹﨑一成
町長）です。そこには、学校の特色に合わせて工夫した授業の
中で、礼節にふれ、バランスよく身体を動かし、いきいきと空
手道を楽しむ生徒たちの姿がありました。

［実践トピックス］

熊本県芦
あ し

北
き た

町の
取り組み

町内すべての中学校で「空手道」を採用
熊本県葦北郡芦北町
人口　19,861 人

（平成24年1月現在）
町長  竹﨑一成 氏
教育長  竹浦裕道 氏

芦北町立
大野中学校　佐敷中学校
田浦中学校　湯浦中学校

※１　平成 23 年度時点。全日本空手道連盟『空手道指導の手引』では年12 時間を想定した学習指導案を掲載している
※２　体育担当教諭４名が平成 23 年８月「第２回全国空手道指導者研修会」（東京）に参加し、指導法や空手道技術の研修を修了した

★

・熊本市

芦北町

受
け
、
基
本
技
能
や
形
を
覚
え
る
な
ど
事
前

の
準
備
を
し
た
う
え
、
全
校
に
空
手
道
の
実

技
・
指
導
経
験
が
あ
る
外
部
指
導
者
（
教
育

委
員
会
職
員
の
坂
田
宏
樹
さ
ん
）
が
派
遣
さ

れ
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
（
※
２
）。

　

芦
北
町
訪
問
時
、
田
浦
中
学
校
で
は
す
で

に
23
年
度
の
授
業
が
終
了
し
て
い
た
た
め
、

大
野
、
佐
敷
、
湯
浦
の
３
中
学
校
を
取
材
し

ま
し
た
。な
お
佐
敷
中
学
校
に
お
い
て
は
１
、３

年
生
の
授
業
を
そ
れ
ぞ
れ
見
学
し
ま
し
た
。

　

各
校
と
も
基
本
的
に
全
日
本
空
手
道
連
盟

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
の
学
習
指
導
案
に

沿
っ
て
授
業
を
進
め
て
お
り
、
正
座
・
座
礼
に

始
ま
り
、体
操
、基
本
技
能
、形
、ク
ラ
ス
に
よ
っ

て
は
約
束
組
手
へ
と
展
開
し
て
い
ま
し
た
（
５

ペ
ー
ジ
参
照
）。
形
は
『
手
引
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
基
本
形
が
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

■
大
野
中
学
校

　

〜
「
な
ん
と
い
っ
て
も
安
全
！
」
〜

　

全
校
生
徒
35
名
の
大
野
中
学
校
で
は
、
学

年
ご
と
に
授
業
を
進
め
、
１
年
生
は
基
本
技

能
（
突
き
、
受
け
、
蹴
り
）
の
習
得
、
２
年

生
は
個
人
、
３
年
生
は
団
体
で
の
基
本
形
の

発
表
を
目
標
に
し
ま
す
。
学
校
方
針
で
形
の

み
に
照
準
を
絞
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
ま
で
は
「
柔
道
」
を
実
施
し

て
い
た
大
野
中
学
校
。
２
年
生
は
前
年
度
、

男
女
と
も
に
柔
道
の
授
業
を
経
験
し
て
い
ま

す
が
、「
空
手
道
の
ほ
う
が
楽
し
い
」
と
い
う

声
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
教
員
歴
30
年
で
空
手
道
を
教
え
る
の
は
初

め
て
。
私
自
身
は
高
校
と
大
学
で
剣
道
の
授

業
を
受
け
ま
し
た
が
、空
手
道
を
や
っ
て
み
て
、

な
ん
と
い
っ
て
も
『
安
全
だ
な
』
と
感
じ
ま
し

た
」
と
体
育
担
当
の
田
中
淳
先
生
。「
始
め
て

み
て
予
想
外
だ
っ
た
の
は
、
身
体
の
硬
い
子
が

多
か
っ
た
こ
と
と
、
体
育
館
で
裸
足
で
行
な
う

た
め
、時
期
的
に
『
寒
い
』
と
い
う
声
が
あ
が
っ
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体格や運動能力の違いがあってもグループで取り組みやすい団体形。男女共習も可能（湯浦中）

考える力が
ぐんぐん育つ！
団体形

た
こ
と
で
し
た
」。
前
者
に
つ
い
て
は
準
備
体

操
時
に
行
な
う
四
股
立
ち
が
下
肢
の
柔
軟
性
・

筋
力
向
上
に
少
し
ず
つ
効
果
を
発
揮
し
、
後

者
に
つ
い
て
は
、
天
気
が
良
い
日
は
校
庭
で
授

業
を
実
施
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
好
感
触
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
場
所
を
屋
外
へ
変
え
る
と
い
う

発
想
は
た
い
へ
ん
新
鮮
で
し
た
。

■
湯
浦
中
学
校

　

〜
団
体
形
で
育
む
「
考
え
る
力
」
〜

　

湯
浦
中
学
校
で
は
、
２
、３
年
生
は
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
柔
道
を
続
け
、
１
年
生
38

名
が
「
空
手
道
」
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
普

段
か
ら
朝
礼
や
集
会
で
「
座
礼
」
を
実
施
し

て
い
る
そ
う
で
、
授
業
中
の
正
座
、
座
礼
も
美

し
く
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　

団
体
形
の
グ
ル
ー
プ
練
習
で
は
、
は
じ
め

は
全
員
同
時
に
演
武
を
し
て
い
た
生
徒
た
ち

の
中
に
、
互
い
に
形
を
チ
ェ
ッ
ク
し
合
っ
て
修

正
点
を
指
摘
し
た
り
、
円
の
中
心
に
向
か
う

よ
う
に
隊
形
を
変
え
て
形
を
や
る
な
ど
、
練

14 ページに竹﨑町長のインタビューを掲載しています。

ミットをうまく突けると良い音が（大野中） 柔軟性向上に「四股立ち」でストレッチ（大野中）

初めて習った「前蹴り」。バランスを取りながら蹴る（佐敷中１年）

『手引』などを活用し資料
を作成（湯浦中）

約束組手の練習では、逐一、攻撃が相手に当たらない距離を必ず確認してから（①）、構えて（②）、攻める
側と受ける側が決められた攻防をする（③）　（佐敷中３年）

団体形の時間。互いにチェックする練習方法を考
え出したグループ（湯浦中）

必ず距離を確認。約束組手は安全に

① ② ③

学校紹介＆授業の展開学校紹介＆授業の展開

習
方
法
を
工
夫
し
始
め
る
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
し

た
。
こ
れ
こ
そ
団
体
形
が
教
材
と
し
て
効
果

を
発
揮
す
る
部
分
で
、他
人
を
観
察
し
、考
え
、

感
じ
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
相
手
に
伝
え
る

能
力
、
ま
た
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
方

法
を
考
え
実
行
す
る
力
が
芽
生
え
、
着
想
が

ぐ
ん
ぐ
ん
枝
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

■
佐
敷
中
学
校
１
年
生

　

〜
基
本
の
技
を
一
つ
ず
つ
〜

　

佐
敷
中
学
校
に
は
空
手
道
部
が
あ
り
、
全

国
大
会
や
ア
ジ
ア
大
会
優
勝
者
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
４
年

間
は
「
空
手
道
」
の
授
業
を
実
施
（
22
年
度

は
柔
道
）。
体
育
祭
で
は
全
学
年
の
男
子
が
行

な
う
組
体
操
の
一
部
に
形
の
動
作
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
生
徒
た
ち
が
空
手
道

に
慣
れ
親
し
ん
で
い
ま
す
。

　

取
材
日
、
１
年
生
は
５
種
類
の
立
ち
方
を

復
習
し
て
か
ら
、
突
き
と
受
け
を
号
令
に
合

わ
せ
て
10
回
ず
つ
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

初
め
て
学
習
し
た
「
前
蹴
り
」
は
、
動
き
を

３
段
階
に
分
け
て
覚
え
て
い
ま
し
た
。

■
佐
敷
中
学
校
３
年
生

　

〜
安
全
に
楽
し
さ
を
味
わ
う
約
束
組
手
〜

　

佐
敷
中
学
校
の
３
年
生
は
、
２
種
類
の
約

束
組
手
を
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。
二
人
一
組

と
な
り
、
決
め
ら
れ
た
攻
防
を
行
な
い
ま
す
。

男
女
別
の
ペ
ア
を
作
り
、
必
ず
「
安
全
対
策
」

と
し
て
、
攻
撃
が
相
手
に
当
た
ら
な
い
距
離

を
確
認
し
て
か
ら
始
め
ま
す
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
相
手
を
替
え
、
緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら

行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

２
、
ま
と
め

　

芦
北
町
の
場
合
は
、
空
手
道
が
盛
ん
な
地

域
性
を
背
景
に
、
町
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
学
校
ご
と
に
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
強
み

（
空
手
道
経
験
者
の
生
徒
が
手
本
を
例
示
で
き

る
な
ど
）
に
応
じ
て
『
手
引
』
の
学
習
指
導

案
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

一
例
と
し
て
、「
前
蹴
り
」
を
１
年
生
か
ら

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
空
手
道
ら

し
く
て
か
っ
こ
い
い
」
と
生
徒
に
好
評
の
よ
う

で
す
。

　

突
き
の
練
習
で
使
用
す
る
ミ
ッ
ト
は
、
先
が

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
て
、
中

心
を
力
強
く
突
け
る
と
良
い
音
が
し
、
成
功

し
た
こ
と
を
生
徒
が
体
感
で
き
ま
す
。

　

佐
敷
中
学
校
３
年
生
が
実
施
し
て
い
た
約

束
組
手
は
、
相
手
と
相
対
し
近
距
離
で
技
を

出
し
合
う
種
目
で
す
が
、
逐
一
行
な
う
「
安

全
な
間
合
」
の
確
認
に
よ
っ
て
、
安
全
面
を
つ

ね
に
意
識
さ
せ
、
同
時
に
技
の
意
味
を
理
解

し
な
が
ら
展
開
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

他
武
道
、
他
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
た
こ
と
の

あ
る
生
徒
も
空
手
道
に
関
心
を
示
し
、
四
肢

を
使
う
基
本
で
は
全
身
に
均
等
な
運
動
効
果

を
得
て
、
団
体
形
で
は
友
達
と
話
し
合
い
な

が
ら
想
像
力
を
育
み
ま
す
。
約
束
組
手
で
は

緊
張
感
と
集
中
力
を
持
ち
な
が
ら
、
武
道
の

醍
醐
味
に
ふ
れ
、
授
業
の
最
初
と
最
後
に
は

心
を
し
ず
め
て
礼
を
す
る
。
生
徒
が
空
手
道

か
ら
学
ぶ
要
素
の
多
様
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。

　

芦
北
町
の
事
例
は
空
手
道
授
業
の
先
駆
け

的
存
在
で
す
。
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
中
学
校
武

道
必
修
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
空
手
道

の
発
展
性
、
応
用
性
を
感
じ
さ
せ
る
指
導
実

績
が
、こ
の
町
で
早
く
も
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

2012 年 1月 19日（木）
２時間目（50分）　7/8 回目
9：50 ・黙想、礼、準備体操

9：55
基本

・内八字立ちで中段突
き、上段受け、下段
受け、前蹴り

10：05・基本形　全体練習

10：10 ・基本形　グループ練習

10：20 ・基本形　グループ発表

10：30 ・ミットを突く、蹴る
（その場突き、前蹴り）

10：35・まとめ、黙想、礼

大野中学校
山本哲朗校長

全校生徒 35 名
空手道授業の実施：全学年

2012年 1月 19日（木）
6 時間目（50分）　7/8 回目
14：50・黙想、礼、準備体操

14：55
基本

・内八字立ちで中段突
き、上段受け、下段
受け、前蹴り

15：05・ミットを突く
（前屈立ち追い突き）

15：10 ・基本形　全体練習

15：20 ・基本形　グループ練習

15：30 ・基本形　グループ発表

15：40 ・まとめ、黙想、礼

湯浦中学校
中村和長校長

全校生徒 121 名
空手道授業の実施：１年生

2012年 1月 20日（金）
３時間目（50 分）　3/8 回目
10：50・黙想、礼、準備体操

10：55
基本

・立ち方の確認（閉足
立ち、結び立ち、平
行立ち、内八字立ち、
外八字立ち）

・内八字立ちで中段突
き、連突き、上段受
け、下段受け

11：10 ・前蹴り

11：15 ・技の意味を説明

11：20 ・基本の復習

11：25 ・ミットを突く、蹴る
（その場突き、前蹴り）

11：35 ・まとめ、黙想、礼

１年生２クラス　計 65 名
（男 32、女 33）
体育担当：山下智紀 先生

2012年 1月 20日（金）
４時間目（50 分）　7/8 回目
11：50 ・黙想、礼、準備体操

11：55
基本

・内八字立ちで中段突き、
連突き、上段受け、下段
受け、前蹴り、連蹴り

12：10
約束
組手

・①上段突きに対して
　→上段受け、中段突き
・②前蹴りに対して
　→下段受け、中段突き
・①と②を通して行なう

12：25
・ミットを突く、蹴る
（前屈立ち追い突き、
その場前蹴り）

12：35・約束組手の復習

12：40 ・まとめ、黙想、礼

3 年生２クラス　計 51 名
（男 25、女 26）
体育担当：山下智紀 先生

佐敷中学校
浅野一登校長

全校生徒 180 名
空手道授業の実施：全学年

２年生１クラス　11 名
（男５、女６）
体育担当：田中 淳 先生

１年生１クラス　38 名
（男 16、女 22）
体育担当：緒方裕一 先生

■生徒の声■
・殴ったり蹴ったりする印象
を持っていたけれど、やって
みたら変わりました。礼儀を
大切にしていると知りまし
た。

（遠山敦希くん）

・みんなと団体形をやること
が楽しい。きれいにきまると
気持ちがいいです。

（一田寿幸くん）

・保育園から小６まで空手を
習っていました。授業ではク
ラスのみんなと空手ができる
ので楽しいです。団体形の発
表では協力して一人ひとり声
を出していきたいです。

（田代美穂さん／空手道経験者）

■生徒の声■
・「突き」が楽しい。力が入
るし、ミットで音が鳴ると嬉
しいです。今、難しいのは「上
段受け」で、左右の手を入れ
替えるとき、構えが逆になっ
てしまうことです。

（野口 楓さん）

・空手は「組手でやられそう
で怖い」と思っていましたが、
やってみてだいぶ印象が変わ
りました。今日習った前蹴り
がとても楽しく、蹴ったとき
に「これいいな」と思いまし
た。今のところ、難しいこと
はないです。

（八里大樹くん）

■生徒の声■
・「怖そう」とか「どうやれば
いいのか分からない」と思っ
ていたけれど、今は楽しいで
す。突きが力強くきまるのが
一番いい。動きがピシッとし
ているので、柔道より楽しい
です。

（宮本将悟くん）

・茶道の経験があり、正座や
礼に共通点があると思いまし
た。空手は「突き」が力強く
やれるので好きです。去年は
柔道をしましたが、空手のほ
うが楽しいです。

（竹永真祐さん）

■生徒の声■
・授業でやるまでは空手と柔
道の区別がついていませんで
した。ダンスを習っているの
ですが、「形を覚えること」
が似ています。団体形の発表
では、キレ、かたち、姿勢に
気を付けて、チームのみんな
で声を大きく出したいです。

（釜 紗里佳さん）

・小１から小３まで空手を習っ
ていました。空手には自分を
守れるイメージがあったし、
授業で見た先生の形にキレが
あってかっこいいなと思いま
した。発表では、団体形なの
で声を出したりキレを出したり
みんなで頑張りたいです。

（鳥江大誠くん／空手道経験者）

田浦中学校
本田栄一校長

全校生徒 103 名
空手道授業の実施：１年生

１年生１クラス　28 名
（男 15、女 13）
体育担当：中村直人 先生

■生徒の声■
・空手道は人を傷つけるため
に使うのではなく、自分の身
を守るために使うと知り、す
ごくためになりました。

（高野涼太郎くん）

・礼儀作法の座り方や立ち方
を学び、すごくかっこいいな
あと思いました。そのかっこ
いい礼儀作法を、自分自身が
やっていこうと思いました。

（竹村彰太くん）

・やり始めの時は、形の動き
も全然わからなかったけれ
ど、先生方だけじゃなく友達
も教えてくれてとても嬉し
かったし、発表の時は、どれ
だけ息を合わせればいいか、
また、自分勝手に動いてはい
けないんだと学びました。

（本村すみれさん）

2011 年 12 月 21日（水）
4 時間目（50分）　8/8 回目
11：50 ・黙想、礼、準備体操

11：55
基本

・内八字立ちで中段突
き、上段受け、下段
受け、前蹴り

12：05・基本形　全体練習

12：10 ・基本形　グループ練習

12：20・基本形　団体形発表会

12：40 ・まとめ、黙想、礼

（平成 23 年度）



？？
？

006AYUMI  vol.4007 AYUMI  vol.4

拳を捻りながら手を
上げていく。

素朴なギモン Ｑ 「上段」「中段」「下段」ってなに？

Ａ空手道で使われる「上段」（じょうだん）、「中段」（ちゅうだん）、「下段」（げだん）という言葉は、身体の部位
を示しています。「上段」は頭部、「中段」は胸や腹部、「下段」は帯より下の部分ととらえてよいでしょう。た

とえば「突き」は、上段をねらって行なう突きなら「上段突き」、中段であれば「中段突き」といった呼び方をします。
「突き」や「受け」は、上段、中段、下段のどこをねらっているか・守っているかを考えながら行なうと、正しいフォー
ムが身につきます。

空
手
道
と
は

シ
リ
ー
ズ

「
受
け
」
と
は
、「
突
き
」「
蹴
り
」
と
い
っ
た
相
手
の
攻
撃
か
ら
身
を

守
る
た
め
の
技
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
授
業
で

行
な
う
「
上
段
受
け
」
と
「
下
段
受
け
」
を
紹
介
し
ま
す
。

❶上
じょう

段
だ ん

受
う

け
上段への攻撃に対する防御が「上段受け」です。
拳を握り、胸の前で手首を交差させましょう（受ける方の手を外側に
する）。受けを行なう際は、まずこの「受けの構え」を取ります。
受けの構えから、拳を捻りながら上腕をひたいの前まで上げ、同時に
反対の手を「引き手」にしましょう。
平行立ちで行なう練習と、前屈立ちを取りながら行なう練習を紹介し
ます。

第
３
回 

受
け
を
覚
え
よ
う

※このシリーズは、（財）全日本空手道連盟『空手道指導の手引』を参考にしています。

受けの構え。両手で
拳を握り、胸の前で
手首を交差させる。
受ける方の手が外側
になる。

上
じょう

段
だ ん

受
う

け

拳を捻り終えたとこ
ろ。「極め」（きめ）
の状態。

受ける手が止ま
る位置は、ひた
いの前。おでこ
か ら 拳 一 つ 分

（ 約10cm） 離
し、拳に対して
肘がやや下にな
る。

「極め」の後、受け
の構えに戻り、身体
をリラックスさせた
ところ。次は右手を
外側にし、右手で受
けよう。

「前屈立ち」で受ける時は、受け
の構えから、手の動きと同時に
受ける方の脚を前に出す。
この動作は「基本形」「約束組手」
などで使う。
極めの後、前に出した脚を引き、
受けの構えに戻る。このとき次
に受ける方の手が外側になる。

「前屈立ち」で受ける時は、
受けの構えから、手の動き
と同時に受ける方の脚を前
に出す。この動作は「基本
形」「約束組手」などで使う。

受けの構え。両手で
拳を握り、胸の前で
手首を交差させる。
受ける方の手が外側
になる。

受ける手（この場合
右手）を、拳を捻り
ながら下げていく。
反対の手は身体の脇
に引いていき、「引
き手」にする。

拳を捻り終えたとこ
ろ。「極め」（きめ）
の状態。

「極め」の直後、受
けの構えに戻り、身
体をリラックスさせ
たところ。次は左手
を外側にし、左手で
受ける。

肘の曲げ伸ばしをうまく
使い、肘を中心に腕を斜
め下に打ち下ろす

下段受けの「極め」の際、
拳が身体の幅より外側に
出すぎないように。

受ける拳が極まる
位置は、前膝の上

❷下
げ

段
だ ん

受
う

け
「下段受け」は、前蹴りなどを防御する際に使う技です。
受けの構えから、肘の曲げ伸ばしを使い、拳を捻りながら手を
打ち下ろします。受けと同時に引き手を取りましょう。
平行立ちで行なう練習と、前屈立ちを取りながら行なう練習を
紹介します。

Point
ポイント

前屈立ち
上段受け

Point
ポイント

下
げ

段
だ ん

受
う

け

Point
ポイント

前屈立ち
下段受け

受ける手（この場合
左手）を上げていく。
反対の手は身体の脇
に引いていき、「引
き手」にする。

上段

中段

下段 上段

中段

下段

受けの構え

受けの構え

上段受けと同時
に「引き手」を
とる。

Point
ポイント
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２
年
前
、
模
索
か
ら
始
ま
り
…

　

こ
の
研
究
事
業
は
、
２
年
前
に
も
同
会
場
で

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
前
回
は
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
を
う
け
て
中
学
校
武
道
必
修
化
が
決

定
し
た
時
期
で
、
空
手
道
経
験
の
あ
る
学
校
指

導
者
が
集
ま
り
、
経
験
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
授
業
モ
デ
ル
を
作

り
上
げ
、
空
手
道
授
業
の
基
盤
を
模
索
し
て
い

き
ま
し
た
。
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
必
要
性

を
認
識
し
、
同
年
８
月
に
『
空
手
道
指
導
の
手

引
』
が
発
行
さ
れ
、
２
０
１
１
年
８
月
に
は
全

国
の
指
導
者
を
対
象
に
「
全
国
空
手
道
指
導
者

研
修
会
」
を
開
き
、
指
導
法
の
普
及
を
図
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
中
学
校
武
道
必
修
化
ス
タ
ー
ト
を

間
近
に
控
え
た
今
回
は
、
前
回
以
降
の
取
り
組

み
の
報
告
と
「
安
全
な
組
手
の
指
導
」
が
お
も

な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
で
す
。

実
践
校
に
よ
る
報
告
と
「
組
手
」
テ
ー
マ
に

　

初
日
は
、14
時
よ
り
開
講
式
を
行
な
い
、さ
っ

そ
く
研
究
協
議
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
22
〜
23

年
度
に
文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
校
と
し
て
空

手
道
授
業
を
実
施
し
て
き
た
北
広
島
市
立
東

部
中
学
校
（「
あ
ゆ
み
」
第
２
号
で
紹
介
）
と
、

平
成
23
年
度
に
空
手
道
授
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、

24
年
度
か
ら
の
実
施
も
決
ま
っ
て
い
る
熊
本
県

芦
北
町
の
佐
敷
中
学
校
（
本
誌
で
紹
介
）
か
ら

２
０
１
２
年
１
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
、
２
泊
３
日
の
研
究
事
業
が
実
施
さ

れ
、
空
手
道
経
験
者
の
中
学
校
教
諭
ら
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
か
ら
推
薦
を

受
け
た
11
名
が
出
席
。
中
学
校
授
業
に
お
け
る
空
手
道
の
指
導
法
に
つ
い
て

研
究
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。

間
合
、
号
令
、目
標
…

安
全
な
組
手
の
指
導
と
は
？

発
展
的
な
模
索
へ

実
践
報
告
が
あ
り
、
授
業
で
行
な
っ
た
練
習
方

法
や
指
導
体
制
、
生
徒
の
反
応
と
い
っ
た
情
報

を
参
加
者
間
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
勝
浦
市
立
豊
浜
小
学
校
、
千
葉

県
立
勝
浦
若
潮
高
校
の
生
徒
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
授
業
形
式
の
実
践
研
究
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
（
中
学
生
に
依
頼
予
定
で
し
た
が
、
日
程
の

関
係
上
、
小
学
生・高
校
生
に
依
頼
）。
午
前
中
、

小
学
生
に
体
験
し
て
も
ら
っ
た
基
本
の
授
業
で

は
、
ボ
ー
ル
を
突
い
て
「
突
き
」
の
感
覚
を
実

感
し
た
り
、
タ
オ
ル
を
用
い
た
「
受
け
」
の
練

習
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
高
校
生
を
招
い
て
の
授
業
で
は
、

礼
法
、
突
き
、
受
け
に
始
ま
り
、「
約
束
組
手
」

を
学
習
し
、
３
時
間
の
授
業
を
想
定
し
た
研
究

時
間
で
、
最
終
的
に
は
約
束
組
手
に
よ
る
「
競

技
会
」（
試
合
）
ま
で
展
開
し
ま
し
た
。
勝
敗

が
決
ま
る
競
技
会
で
は
、
間
違
え
ず
に
行
な
う

緊
張
感
や
、
達
成
感
、
勝
つ
喜
び
な
ど
を
感
じ

ら
れ
た
こ
と
が
授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
う

か
が
え
ま
す
。

組
手
の
面
白
さ
と
安
全
性
を

い
か
に
両
立
す
る
か
？ 

　

空
手
道
は
、
非
接
触
種
目
で
あ
る
「
形
」
だ

け
で
も
、
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
る
項
目

に
充
分
に
応
え
ら
れ
る
…
…
と
研
究
者
は
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
他
方
で
は
、
空

手
道
の
面
白
さ
、
特
性
を
知
る
た
め
に
も
組
手

を
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
、
対
人
練
習
に
お
い

て
は
相
手
と
の
関
係
の
中
で
、
自
分
の
心
身
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
武
道
性
に
触
れ
て
も
ら
い

た
い
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。

　

組
手
を
実
施
す
る
際
、
も
っ
と
も
問
わ
れ
る

の
は
、
い
か
に
安
全
に
行
な
う
か
と
い
う
こ
と

《写真の説明》　
①②開講式には全空連の有竹隆佐専務理事（①）、日本武
道館の三藤芳生理事・事務局長（②）が駆けつけた　
③河野匡宏 全空連常任理事、北広島市立東部中学校長が
研究者を代表して挨拶　
④閉講式で挨拶する小山正辰 大阪府立桜塚高校校長
⑤ 27 日、実践校の報告後には活発な質疑応答が
⑥ 28 日、地元小学生・高校生の協力のもと授業形式の
実践研究。高校生は約束組手の「競技会」まで展開した
⑦ 29 日、安全性に関する協議では「間合」「攻撃目標」「号
令」がキーワードに。約束組手の指導法を提案し合う

《
研
究
事
業
の
流
れ
》

■
１
日
目　

１
月
27
日
（
金
）

・
開
講
式
お
よ
び
記
念
撮
影

・
研
究
事
業
①
実
践
発
表
と
研
究
協
議

・
研
究
事
業
②
実
践
研
究
の
準
備

■
２
日
目　

１
月
28
日
（
土
）

・
実
践
研
究
①
指
導
案
に
よ
る
基
本
の
指
導

・
実
践
研
究
②
指
導
案
に
よ
る
組
手
の
指
導

・
研
究
事
業
③
指
導
法
研
究
協
議

■
３
日
目　

１
月
29
日
（
日
）

・
研
究
事
業
④
安
全
指
導
に
つ
い
て

・
閉
講
式

ニ
ュ
ー
ス
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ

「
平
成
23
年
度 

中
学
校
武
道
授
業（
空
手
道
）指
導
法
研
究
事
業
」

河 野  匡 宏

小 山  正 辰
岩 城  公 二
中 村  武 志
野 中  史 子
千葉佳永子
松 田 　 健
榮 　 葉 子
豊 嶋  建 広
山 下  智 紀
坂 田  宏 樹

平成 23 年度 中学校武道授業（空手道）
指導法研究事業

日時／ 2012 年 1月 27日（金）〜 29日（日）
会場／日本武道館研修センター
主催／（財）日本武道館
　　　（財）全日本空手道連盟
　　　日本武道協議会
後援／文部科学省

で
す
。
こ
の
点
に
照
準
を
当
て
、
３
日
目
は
組

手
の
安
全
性
を
テ
ー
マ
に
協
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
２
日
目
の
実
践
研
究
に
お
い
て
も
、
力

の
強
弱
や
ス
ピ
ー
ド
に
対
す
る
生
徒
の
主
観
は

個
人
差
が
あ
り
、
正
確
な
技
を
身
に
つ
け
安
全

面
で
万
全
を
期
す
に
は
、
技
の
説
明
時
に
工
夫

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
。
ま
た
、
協
議
の

中
で
「
初
心
者
の
教
諭
に
は
ケ
ガ
が
起
こ
り
う

る
状
況
の
予
想
が
難
し
い
」「
毎
時
間
、
外
部

指
導
者
に
来
て
も
ら
え
る
な
ど
条
件
が
揃
っ
た

か
ら
こ
そ
組
手
を
実
施
で
き
た
」
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
研
究
を
通
し
て
、「
上
段
突
き
の

目
標
を
こ
れ
ま
で
の
『
喉
』
で
は
な
く
『
額
付

近
』
に
す
る
」、「
号
令
と
返
事
の
パ
タ
ー
ン
を

作
っ
て
約
束
組
手
の
進
行
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
」
な
ど
、
よ
り
良
い
指
導
案
も
生
ま
れ
、
今

後
の
実
践
と
改
善
を
重
ね
て
、
空
手
道
初
心
者

の
教
諭
に
も
安
全
に
指
導
で
き
、
空
手
道
の
特

性
に
ふ
れ
ら
れ
る
組
手
の
学
習
方
法
が
確
立
さ

れ
て
い
き
そ
う
で
す
。

「
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
」
へ

　

最
後
に
、
３
日
間
の
成
果
を
２
０
１
２
年
８

月
に
実
施
予
定
の
「
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修

会
」
へ
つ
な
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
次
年
度
も
研

究
事
業
を
実
施
す
る
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
模
索
か
ら
始
ま
っ
た
一
連
の
事
業

は
、
着
実
に
歩
を
進
め
、
一
校
ま
た
一
校
と
空

手
道
授
業
を
実
施
し
、
実
績
を
残
す
学
校
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
〝
発
展
的
な
〟
模
索
段

階
に
入
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
流
れ
に
加
え
、

平
成
24
年
４
月
以
降
、
空
手
道
授
業
実
施
校
で

の
成
果
も
鑑
み
、
指
導
法
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
が
図
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

①②③④

⑤⑥

⑦

《参加研究者》 （（財）全日本空手道連盟常任理事、
北海道 北広島市立東部中学校校長）

（大阪府 大阪府立桜塚高等学校校長）
（富山県 上市町立上市中学校教頭）
（群馬県 太田市立毛里田中学校教諭）
（高知県 高知市立青柳中学校教諭）
（大阪府 金光八尾中学校教諭）
（沖縄県 沖縄市立山内中学校教諭）
（沖縄県中学校体育連盟空手道専門部委員）
（麗澤大学教授）
（熊本県 芦北町立佐敷中学校教諭）
（オブザーバー参加・芦北町教育委員会）

撮影協力／（財）日本武道館



010AYUMI  vol.4011 AYUMI  vol.4

唐
手
の
公
開

（
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
へ
）

　
１
９
０
１
年
４
月
、
沖
縄
の
首
里
尋
常
小
学
校

（
現
在
の
城
南
小
学
校
）
で
糸い

と

洲す

安あ
ん

恒こ
う

が
唐
手
の

指
導
を
始
め
ま
し
た
。
１
９
０
２
年
に
は
松
濤
館

流
の
開
祖
、
富
名
腰
義
珍
（
の
ち
に
船
越
義
珍
と

改
名
）
が
『
琉
球
新
報
』
に
「
唐
手
の
歴
史
」
を

掲
載
。
こ
れ
が
日
本
最
古
の
記
事
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
１
９
０
４
年
に
糸
洲
安
恒
は
「
平
安
の
形
」

を
創
作
し
、
沖
縄
県
立
第
一
中
学
校
で
指
導
を
始

め
ま
し
た
。
今
ま
で
秘
密
裏
に
稽
古
さ
れ
て
い
た

唐
手
が
、
沖
縄
の
教
育
の
場
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
２
２
年
５
月
、
文
部
省
（
当
時
）

主
催
の
第
１
回
体
育
博
覧
会
が
東
京
で
行
わ
れ
、

そ
こ
で
唐
手
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
富

名
越
義
珍
は
そ
の
ま
ま
東
京
に
と
ど
ま
り
、
柔
道

家
と
し
て
有
名
な
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

か
ら
招
待
を
受

け
、
講
道
館
道
場
に
お
い
て
も
沖
縄
唐
手
術
の
形

や
約
束
組
手
の
演
武
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
柔

道
着
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
空
手
着
が
考
え
ら
れ
た
の

も
こ
の
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
を
中
心
に
唐
手
が
発
展

（
大
正
時
代
か
ら
昭
和
時
代
へ
）

　

東
京
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
唐
手
は
、
そ
の
２

年
後
の
１
９
２
４
年
、
慶
應
義
塾
大
学
に
「
唐
手

研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
、
次
い
で
１
９
２
５
年
に

は
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）
に
も
発

足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
々
と
大
学
に
唐
手
部

が
誕
生
し
て
い
き
ま
し
た
。
船
越
義
珍
は
般
若
心

経
の
「
空く
う

」
の
考
え
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
「
唐
手
」

を
「
空
手
」
と
改
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
時

代
は
大
正
か
ら
昭
和
に
な
り
、
１
９
３
３
年
（
昭

和
８
年
）、
空
手
は
大
日
本
武
徳
会
＊
か
ら
日
本

の
武
道
と
し
て
承
認
さ
れ
、
そ
の
時
ほ
か
の
武
道

同
様
に
「
道
」
の
文
字
を
つ
け
、「
空
手
道
」
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
３
９
年
５
月
５
日
、
関
東
空
手
道
学
生
連

盟
が
結
成
さ
れ
、
１
９
４
１
年
に
は
関
東
、
関
西

か
ら
14
の
大
学
が
参
加
し
て
「
全
日
本
学
生
空
手

演
武
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
に

「
日
本
学
生
空
手
道
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た

が
、
１
９
５
７
年
に
「
全
日
本
学
生
空
手
道
連
盟
」

と
改
名
し
、
そ
の
年
、
第
１
回
全
日
本
学
生
空
手

シリーズ③
空手道の歴史

　（1901年〜1964年）

全日本空手道連盟、結成

道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
空
手
道
連
盟
、
結
成

　

沖
縄
か
ら
伝
わ
っ
た
空
手
が
大
学
を
中
心
に
広

ま
り
ま
し
た
が
、
空
手
道
全
体
の
発
展
と
普
及
の

た
め
に
は
流
派
に
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
つ
の
武
道

と
し
て
空
手
道
を
統
一
す
る
団
体
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
１
９
６
４
年
に
全
日
本
空
手

道
連
盟
（JKF, Japan Karatedo Federation

）

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
９
年
に
、
文
部
省

か
ら
財
団
法
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
こ
の
年
、
日

本
武
道
館
に
お
い
て
記
念
す
べ
き
第
１
回
全
日
本

空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、空
手
道
が
日
本
全
国
、そ
し
て
世
界
に
広
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

＊
大
日
本
武
徳
会
・
・
・
１
８
９
５
年
（
明
治
28
年
）
設

立
。
武
道
の
奨
励
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
。
第

二
次
大
戦
後
に
解
散
。

参
考
文
献
：

「
空
手
道
教
範
」
財
団
法
人
全
日
本
空
手
道
連
盟
発
行　

１
９
９
６
年

「
空
手
道
歴
史
年
表
」
外
間
哲
弘
著　

２
０
０
１
年

「
基
本
を
き
わ
め
る
！
空
手
道
」
シ
リ
ー
ズ
１
（
歴
史
と
発
展
）

監
修
：
全
日
本
空
手
道
連
盟　

２
０
１
１
年

〜
１
８
０
０
年

シリーズ①
・1429 年
　琉球王国の誕生
　＜一度目の禁武政策＞
・1609 年
　島津藩が琉球を征服　
　＜二度目の禁武政策＞
・「唐手」から「空手」へ

１
８
０
０
年
代

〜
１
９
０
０
年

シリーズ②
〈四大流派の開祖 出生 ※〉

・1868 年
　富名腰義珍 出生
　（後に船越と改姓、松濤館流）
・1888 年
　宮城長順 出生（剛柔流）
・1889 年
　摩文仁賢和 出生（糸東流）
・1892 年
　大塚博紀 出生（和道流）

１
９
０
１
年

〜
１
９
６
４
年

シリーズ③
・1916 〜 17 年
　富名腰義珍が空手を本土初公開
・1922 年
　文部省第１回体育博覧会にて
　富名腰義珍が演武
・1939 年
　関東空手道学生連盟結成
・1950 年
　日本学生空手道連盟結成
・1964 年
　全日本空手道連盟結成

１
９
６
５
年

〜
１
９
８
１
年

シリーズ④
・1969 年
　全空連、財団法人認可
　全日本大会開催
・1970 年
　世界空手連合結成（WUKO)
　東京で世界大会
・1981 年
　空手道が国体正式種目に

１
９
８
２
年

〜
２
０
０
０
年

シリーズ⑤
・1985 年
　WUKO が IOC 公認団体に
・1993 年
　WUKO が WKF に名称変更
・1994 年
　アジア競技大会に空手道が
　正式競技として参加

２
０
０
１
年

〜
現
在

シリーズ⑥
・2001 年
　全日本少年少女大会開催
　日本スポーツマスターズ開催
・2008 年
　東京で世界大会開催
・2009 年
　日本空手道会館落成

※四大流派…全日本空手道連盟が定めた空手道の４つのおもな流派。松濤館流、剛柔流、糸東流、和道流。

年代 おもな出来事

今回の
テーマ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供
の
頃
や
学

生
時
代
に
空
手
を
習
い
始
め
て
、
社
会

で
活
躍
し
て
い
る
方
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
今
回
は
、
学
校
法
人
八
雲
学
園

理
事
長
・
校
長
で
あ
り
、
全
国
高
体
連

空
手
道
部
部
長
、
近
藤
彰
郎
氏
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

●
巻ま

き
藁わ
ら
を
突
く
姿
に
…

　

私
は
も
と
も
と
野
球
少
年
で
、
高

校
で
も
野
球
部
に
入
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
高
校
入
学

後
の
あ
る
日
、
日
吉
校
舎
の
空
手
道

場
の
近
く
を
歩
い
て
い
る
と
、
上
半

身
裸
で
腰
に
黒
帯
を
巻
い
た
大
学
生

が
、
延
々
と
巻
き
藁
を
突
い
て
い
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て
見

て
い
る
と
、
目
と
目
が
合
っ
て
し
ま

い
、「
も
し
良
か
っ
た
ら
見
て
い
き
な

さ
い
」
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
人
は
当
時
の
空
手
部
副
主

将
、
奈
藏
宣
久
氏
で
、
弟
の
稔
久
氏

が
私
の
同
級
生
で
空
手
部
員
で
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
入
部
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
巻
き
藁
を

突
く
奈
藏
氏
の
力
強
さ
と
、
集
中
力

の
中
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
精
神
性
に

惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
４
年
の
時
に
学
生
連
盟
の
試

合
に
出
場
し
ま
し
た
。
当
時
の
慶
應

義
塾
体
育
会
空
手
部
は
、
大
学
生
と

高
校
生
が
合
同
で
厳
し
い
稽
古
を
積

ん
で
い
ま
し
た
か
ら
、そ
の
中
で
「
相

手
と
対
峙
し
て
闘
う
」
と
い
う
姿
勢

が
出
来
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
平
常

心
で
闘
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

相
手
の
技
を
見
切
っ
て
返
す
の
が

得
意
で
、団
体
戦
の
次
鋒
を
任
さ
れ
、

「
負
け
な
い
空
手
」
を
自
分
の
役
割

と
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

●
企
業
に
勤
め
た
９
年
間

　

大
学
卒
業
後
、
日
本
ア
ビ
オ
ト
ロ

ニ
ク
ス
株
式
会
社
に
９
年
間
、
営
業

マ
ン
と
し
て
務
め
ま
し
た
。
利
益
を

追
求
す
る
企
業
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
空
手
を
や
っ
て
い

た
お
か
げ
か
、
動
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

　

組
手
の
稽
古
で
は
、
初
め
は
怖
さ

が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
試
合
に
向
か
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
分
が
勝
っ
た
ら
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

し
て
喜
ぶ
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な

く
、
負
け
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い

る
人
へ
の
配
慮
を
忘
れ
な
い
。
学
生

時
代
、
武
道
と
し
て
の
空
手
を
学
ん

だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
に
お
い
て

冷
静
な
判
断
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

●
高
校
生
た
ち
の
試
合
を
見
て

　

平
成
12
年
か
ら
高
体
連
空
手
道

部
部
長
に
就
任
し
、
以
来
、
空
手
に

打
ち
込
む
高
校
生
た
ち
を
見
て
い
ま

す
。
選
手
た
ち
は
み
な
、
苦
し
い
こ

と
を
乗
り
越
え
た
り
、
人
と
協
調
し

て
や
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
素
養
を

持
ち
、
空
手
を
通
し
て
実
践
的
訓
練

を
し
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
の
姿
を
見
て
い
る
と
、「
こ

の
子
た
ち
が
将
来
、
日
本
の
た
め
に

役
立
つ
人
材
と
し
て
育
っ
て
い
く
の

で
は
」
と
い
う
楽
し
み
な
気
持
ち
に

な
る
も
の
で
す
。

●
教
育
者
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

日
本
の
教
育
に
お
い
て
、
私
立
学

校
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
価

値
観
が
認
め
ら
れ
る
現
代
、
時
代
の

要
請
に
柔
軟
に
応
え
ら
れ
る
の
が
私

立
学
校
だ
と
考
え
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
学
ぶ
時
代
を
選
べ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
学
校
や
教
員

の
使
命
は
重
大
で
、
お
預
か
り
し
た

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
学
ぶ
環
境
を

ど
れ
だ
け
整
え
ら
れ
る
か
。

　

中
学
校
武
道
も
「
必
修
に
な
っ
た

か
ら
実
施
す
る
」
の
で
は
な
く
、
武

道
を
学
ぶ
こ
と
で
本
当
に
子
ど
も
た

ち
の
役
に
立
つ
よ
う
に
、
教
育
と
結

び
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

本
校
で
も
中
学
校
の
武
道
種
目

に
「
空
手
道
」
を
採
用
い
た
し
ま
し

た
が
、武
道
教
育
を
「
活
き
た
も
の
」

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

本
誌
「
あ
ゆ
み
」
第
３
号
で
、
八
雲

学
園
中
学
校
で
の
空
手
道
授
業
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
教
育
に
お
け
る
空
手
道

の
力
を
実
感
し
、
実
践
す
る
近
藤
氏
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
は
、
学
生
時
代
に
稽

古
の
中
で
培
っ
た
「
相
手
と
対
峙
す
る

力
」
い
わ
ば
生
き
抜
く
力
が
あ
る
の
だ

と
、
取
材
を
通
し
て
感
じ
て
い
ま
す
。

――Profile
1947 年（昭和 22 年）1 月28 日生まれ
1969 年　慶應義塾大学法学部卒業
1969 年　日本アビオトロニクス株式会社 入社
1978 年　八雲学園高等学校教諭
1995 年　学校法人八雲学園理事長、
　　　　　 八雲学園高等学校校長（※）
1996 年　八雲学園中学校校長（※）
2004 年　東京私立中学高等学校協会会長（※）
2008 年　日本私立中学高等学校連合会副会長（※）
2008 年　東京都私立学校審議会会長（※）
2008 年　全国私立学校審議会連合会会長（※）

――Personal Karate History
1962 年　慶應義塾体育会空手部　入部
1969 年　同部コーチ就任（〜 1975 年）
1982 年　同部コーチ就任
1984 年　同部助監督就任（〜 1986 年）
2000 年　（財）全国高等学校体育連盟空手道部部長（※）
2003 年　（財）全日本空手道連盟 常任理事（※）
2008 年　三田空手会副会長（※）

※印 現在に至る

八雲学園中学校 高等学校

理事長・校長　近藤 彰郎氏

「武道教育を活きたものに」

▶大学時代の近藤
氏（中央）空手部
の仲間と
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工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
を
は
じ
め
て
指
導
す
る
体
育

科
の
先
生
に
も
、
習
得
が
容
易
で
す
。

特
に
、
号
令
の
か
け
方
や
、
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
、
緊
張
感
を
持
た
せ
る
授
業
に

な
れ
て
い
る
体
育
科
の
先
生
に
は
、「
安

全
に
授
業
を
遂
行
さ
せ
る
能
力
」
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
体
育
科
の
先
生
の
指

導
の
も
と
、
安
全
に
授
業
が
進
行
し
、

安
全
に
空
手
道
を
学
ぶ
の
は
、
そ
う
難

し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
生
徒
が

安
心
し
て
よ
り
安
全
に
練
習
で
き
る
の

が
空
手
道
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
「
安
全
〝
を
〟
学

習
す
る
っ
て
？
」
に
も
触
れ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
「
護
身
」
が
空
手
道
の
要
諦
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
何
度
も
申
し
上
げ
ま
し

た
。
護
身
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
表
現

し
た
約
束
組
手
だ
け
が
「
安
全
を
学
ぶ

教
材
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
手
道
で

は
、身
体
の
「
ど
こ
」
を
護ま
も

る
べ
き
か
、

「
ど
の
よ
う
に
」
護
る
か
を
基
本
運
動

を
通
じ
て
学
び
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
ど
こ
を
護
る
」
か
。

　
「
正
中
線
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ま

ず
、
こ
の
「
線
」
を
護
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
す
。

眉み

間け
ん
・
の
ど
・
み
ぞ
お
ち
（
水
月
）・

男
女
と
も
に
大
事
な
箇
所
…
。こ
れ
ら
、

真
ん
中
の
線
を
し
っ
か
り
意
識
し
て
護

る
こ
と
が
大
事
と
強
調
し
ま
す
。
そ
れ

ら
の
箇
所
を
自
分
で
触
れ
さ
せ
て
み
ま

す
。
軽
く
、
自
分
で
打
た
せ
て
も
良
い

で
し
ょ
う
。
ゲ
ー
ム
や
Ｔ
Ｖ
で
見
る
頭

部
や
脚
部
へ
の
蹴
り
だ
け
が「
こ
わ
い
」

の
で
な
く
、
急
所
に
何
か
が
ぶ
つ
か
れ

ば
、痛
み
と
大
き
な
怪
我
に
つ
な
が
る
、

と
い
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
の

で
す
。

　

次
に
、「
ど
の
よ
う
に
護
る
か
」で
す
。

　

空
手
道
の
上
段
、
中
段
、
下
段
の
各

種
受
け
は
こ
の
部
位
を
護
る
技
術
で
あ

り
、相
手
の
攻
撃
を
し
っ
か
り
「
観み

て
」、

受
け
技
を
行
い
ま
す
。
正
中
線
を
防
御

し
た
体
勢
か
ら
、相
手
の
「
突
き
」
を
、

体
の
外
へ
は
じ
き
だ
す
動
き
を
基
本
で

学
び
ま
す
。

　

基
本
的
な
動
き
が
で
き
れ
ば
、
約
束

組
手
な
ど
で
実
際
に
相
手
と
の
練
習
を

行
い
ま
す
。

　
「
観
る
」
と
い
う
行
為
は
、
心
が
、

活
き
て
い
な
け
れ
ば
、
観
る
べ
き
も
の

が
観
え
ま
せ
ん
。

　

体
が
動
く
前
に
、「
表
情
」
が
動
い

た
り
、
突
き
手
が
動
く
前
に
、「
肩
」

が
動
い
た
り
。

　

約
束
さ
れ
た
組
手
の
中
で
、
そ
れ
ら

を
感
じ
る
体
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
、

と
思
い
ま
す
。

　
「
護
る
」
と
い
う
行
為
は
、
消
極
的

な
行
い
で
な
く
、「
観
察
す
る
」
と
い

う
積
極
的
な
姿
勢
だ
、
と
理
解
し
て
も

ら
い
た
い
の
で
す
。
危
険
に
対
処
す
る

「
こ
こ
ろ
」
と
体
の
体
験
学
習
を
と
お

し
て
、
生
徒
た
ち
の
こ
こ
ろ
と
体
に
、

危
険
回
避
能
力
と
い
う
灯
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
傷
つ
け
ら
れ
た
場
合
を
想
定

す
る
こ
と
が
出
来
る
生
徒
は
、
自
分
が

相
手
を
傷
つ
け
た
場
合
を
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
の

格
闘
し
か
知
ら
な
い
子
ど
も
に
は
、「
絶

対
必
要
」な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

安
全
〝
に
〟
学
習
す
る
こ
と
と
、
安

全
〝
を
〟
学
習
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
同

時
に
学
習
で
き
る
の
が
空
手
道
の
時
間

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
日
本
武
道
館
か
ら
も

評
価
い
た
だ
い
た
次
の
内
容
を
記
し
ま

し
た
。

内
な
る
力
を
養
い
、
身
を
護
る
武
道
、

空
手
道

　

加
え
て
、
ぜ
ひ
多
く
の
中
学
校
指
導

者
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
空
手
道
を
採

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
私
が
考
え
て

い
る
の
は
、「
護
身
」
と
い
う
概
念
で

す
。空
手
道
と
い
う
武
道
の
本
質
は「
護

身
」
で
あ
り
、
学
校
教
育
活
動
の
な
か

で
「
身
を
護
る
」
概
念
や
実
技
を
習
得

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

味
で
、
教
育
的
で
あ
る
、
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
の
目
的
を

達
し
て
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
習
得
し

て
い
た
だ
き
た
い
概
念
で
す
。

　

空
手
と
い
う
言
葉
は
、
徒
手
空
拳
と

い
う
言
葉
を
連
想
さ
せ
ま
す
。
こ
の
言

葉
は
、
自
ら
を
鼓
舞
す
る
と
き
な
ど
に

使
い
ま
す
。

　

手
に
は
何
も
持
っ
て
い
な
い
け
れ

ど
、
何
か
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。
気

概
と
勇
気
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
ま
さ
に
「
身
に
寸
鉄
を

帯
び
ず
」
生
活
し
て
い
ま
す
。
武
器
を

持
た
な
い
私
た
ち
は
、
何
か
あ
っ
た
時

「
自
ら
を
護
る
」
感
受
性
や
対
応
法
を

準
備
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

い
わ
ば
、「
内
な
る
力
（
武
器
）」
を
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

21
世
紀
に
必
要
と
さ
れ
る
、
語
学
の

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
、
人

と
協
調
し
つ
つ
自
ら
信
じ
る
と
こ
ろ
を

主
張
で
き
る
力
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学

ま
で
、
人
が
成
長
す
る
過
程
で
、
そ
の

人
の「
実
力
＝
人
間
力
＝
内
な
る
武
器
」

と
も
な
り
ま
す
。
同
時
に
、
有
形
力
と

し
て
行
使
で
き
る「
内
な
る
力（
武
器
）」

も
併
せ
持
っ
て
お
く
の
が
21
世
紀
の
教

養
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
世
界

の
ど
こ
か
で
生
き
て
い
く
日
本
人
、
世

界
の
人
と
ど
こ
か
で
共
に
生
活
し
、
時

に
は
危
険
回
避
も
自
ら
の
力
で
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
人
に
は
、
必

須
の
教
養
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）

　
「
空
手
道
の
稽
古
（
練
習
）
に
は
、

た
た
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
竹
刀
も

用
い
ま
せ
ん
。丸
い
土
俵
も
不
要
で
す
。

球
技
の
『
ボ
ー
ル
』
も
、
大
き
な
グ
ラ

ン
ド
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ー

ル
も
、
マ
ッ
ト
も
、
不
要
で
す
。

　

私
た
ち
が
、
学
校
で
予
算
化
す
る
必

要
の
あ
る
、『
備
品
』『
消
耗
品
』を
、ま
っ

た
く
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

３
回
に
わ
た
っ
た
「
手
引
の
て
び
き
」

も
今
回
を
一
応
の
区
切
り
と
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
の
質
問
に
答
え
る
形

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
編
集
の
方
か
ら

「
こ
れ
だ
け
は
言
い
た
い
」
と
い
う
こ

と
が
あ
れ
ば
書
い
て
く
だ
さ
い
、
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
一
番

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と
を
記
し
ま
す
。

　

最
近
、『
月
刊
武
道
』
２
月
号
に
「
中

学
校
武
道
必
修
化
に
お
け
る
空
手
道
授

業
の
す
す
め
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
文

章
を
執
筆
し
、「
日
本
武
道
学
会
」
の

ペ
ー
ジ
を
お
借
り
し
て
空
手
道
の
ア

ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、１
月
22
日
の
朝
日
新
聞「
社

説
」、
１
月
25
日
、
読
売
新
聞
「
社
会

面
」
に
「
柔
道
種
目
へ
の
危
惧
」
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
直
前
の

記
事
の
影
響
が
ど
こ
ま
で
あ
る
の
か
、

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
空
手
道
が
種
目
と

し
て
い
か
に
安
全
で
あ
る
か
、
時
代
に

か
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
先
の

文
で
強
調
し
ま
し
た
。
全
文
を
掲
載
す

る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、再
編
し
、

「
あ
ゆ
み
」
読
者
の
皆
さ
ん
に
そ
の
主

旨
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

の
思
い
も
含
め
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

１
月
27
～
29
日
に
出
席
し
た
「
平
成

23
年
度
中
学
校
武
道
授
業
（
空
手
道
）

指
導
法
研
究
事
業
」（
於
：
日
本
武
道

館
研
修
セ
ン
タ
ー
）の
開
講
式
を
前
に
、

日
本
武
道
館
三
藤
芳
生
事
務
局
長
か
ら

「
護
身
と
危
機
管
理
の
方
向
性
は
大
事

だ
と
思
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
著
書
や
以
下
の
文
章
で
訴
え
て
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
読
ん
で
い
た
だ
い

て
ご
一
考
く
だ
さ
い
。（
青
字
が
原
文
）

実
施
科
目
と
し
て
の
適
性

　
「
武
道
が
必
修
」
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
は
、武
道
種
目
は
男
女
を
問
わ
ず
、

「
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
目
」
と

し
て
の
価
値
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
わ
る
側

の
中
学
生
が
「
武
道
を
学
習
す
る
こ
と

は
（
自
分
に
と
っ
て
）
必
要
な
こ
と
で

あ
る
」
と
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
教
え
る
側
の

教
師
が
「
武
道
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
が

生
徒
の
た
め
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を

十
分
に
認
識
し
た
上
で
、
授
業
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
武
道
必
修
化
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
中
略
）

　
『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
は
、「
武
道

特
有
の
技
が
で
き
る
楽
し
み
」
と
「
勝

敗
を
競
い
あ
う
楽
し
さ
や
喜
び
」
を
味

わ
う
と
い
う
（
学
習
指
導
要
領
の
）
二

つ
の
目
的
を
満
た
す
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
し
か
も
、
流
派
を
超
え
る
内
容
と

し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
成
委
員

と
し
て
携
わ
る
中
、
一
つ
一
つ
の
技
術

に
つ
い
て
の
真
摯
な
話
し
合
い
、
一
つ

に
ま
と
め
る
努
力
を
実
体
験
し
ま
し

た
。
空
手
道
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
先

生
方
に
も
理
解
い
た
だ
け
、
授
業
で
生

徒
に
指
導
可
能
な
内
容
と
し
て
出
来
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
適
性
」に
つ
い
て
は
本
誌「
あ

ゆ
み
」
が
十
分
に
訴
え
て
く
れ
て
い
ま

「
空
手
道
の
教
育
力
」
著
者

大
阪
府
立
桜
塚
高
等
学
校

校
長 

小
山
正
辰
先
生

す
。
ま
た
、
学
校
現
場
で
は
万
が
一
に

も
「
事
故
が
お
こ
ら
ぬ
よ
う
」
そ
し
て

「
し
っ
か
り
し
た
目
的
を
も
っ
た
」
授

業
案
を
練
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
安
全
面
へ
の
配
慮
と
効
果
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
に
記
し
ま
し
た
。

安
全
〝
に
〟、
安
全
〝
を
〟

学
習
す
る
武
道
、
空
手
道

　

空
手
道
の
基
本
運
動
、
形
の
習
得
で

対
人
接
触
は
な
く
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

場
面
で
見
ら
れ
る
身
体
接
触
に
よ
る
怪

我
は
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
全
空
連

作
成
『
手
引
』
で
は
、
実
際
の
攻
防
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
、
い
わ
ば
護
身
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
い
え
る
約
束
組

手
も
教
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
攻
防
練
習
に
お
い
て
攻
撃
側
は
、

防
御
側
の
身
体
か
ら
こ
ぶ
し
２
個
分

（
約
20
㎝
）
離
れ
た
と
こ
ろ
を
目
標
と

さ
せ
、
こ
ぶ
し
が
相
手
に
触
れ
な
い
距

離
ま
で
離
れ
さ
せ
、
そ
の
距
離
を
た
も

た
せ
る
」
と
、
さ
ら
に
安
全
に
配
慮
し

た
記
述
を
し
、
そ
の
他
組
手
練
習
で
拳

に
タ
オ
ル
を
巻
か
せ
た
り
、先
生
の「
号

令
」
に
よ
っ
て
生
徒
の
緊
張
感
を
維
持

し
、
集
中
度
を
高
め
て
怪
我
を
ふ
せ
ぐ

Part4　

必
要
な
の
は
、
学
ぶ
生
徒
、
教
え
る

先
生
、
の
み
で
す
。
道
着
も
な
く
て
も

い
い
の
で
す
。

　

何
も
な
い
か
ら
、
何
か
が
生
み
出
せ

る
、
の
で
は
？

　

何
も
な
い
か
ら
、知
恵
を
振
り
絞
る
。

　

何
も
な
い
か
ら
、
人
の
力
を
必
要
と

し
、
人
を
大
事
に
す
る
の
だ
と
お
も
い

ま
す
。」

（『
空
手
道
の
教
育
力
』
90
ペ
ー
ジ
）

　

そ
し
て
最
後
に
以
下
の
よ
う
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　

拙
著
（『
空
手
道
の
教
育
力
』）
あ
と

が
き
に
も
記
し
た
こ
と
で
す
が
、
平
成

13
年
６
月
８
日
、
大
阪
教
育
大
学
付
属

池
田
小
学
校
で
起
こ
っ
た
事
件
は
、
生

徒
を
預
か
る
教
育
者
と
し
て
学
校
の
危

機
管
理
を
根
底
か
ら
考
え
直
さ
ね
ば

な
ら
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
空
手
道
と
い
う
武
道
に
携
わ
る
者

と
し
て
、
武
道
が
、
空
手
道
が
、
社
会

に
向
か
っ
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
何
な
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
事
件

で
も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ば
、「
空
手
道

が
護
身
の
概
念
を
体
現
す
る
先
駆
武
道

と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
私
の

思
い
の
出
発
点
と
な
っ
た
出
来
事
で
し

た
。

　

昨
年
９
月
、
当
時
大
阪
教
育
大
学

付
属
池
田
小
学
校
教
諭
で
現
在
は
校
長

で
あ
る
佐
々
木
靖
先
生
に
本
校
で
教
職

員
向
け
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
の
先
生
や
生
徒
の
動
き
、
そ

し
て
、
現
在
の
池
田
小
の
危
機
管
理
体

制
や
訓
練
に
つ
い
て
も
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
「
教
員
が
子
供

を
護
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
私
た

ち
「
大
人
が
子
供
た
ち
を
護
ら
ね
ば
な

ら
な
い
」
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
胸
に
沁

み
ま
し
た
。

　

中
学
校
武
道
必
修
化
は
、
い
ず
れ
大

人
に
な
る
子
供
た
ち
に
「
自
ら
の
身
を

自
ら
護
る
」
概
念
を
芽
生
え
さ
せ
る
絶

好
の
機
会
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
概
念
の
発
展
形

は
、
社
会
人
と
し
て
の
「
危
機
管
理
意

識
」
な
の
だ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
の
目
的
を
か
な
え
、

な
お
か
つ
身
を
護
る
、
と
い
う
意
識
を

子
供
た
ち
の
中
に
育
て
、
日
本
社
会
に

危
機
管
理
の
概
念
を
根
付
か
せ
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
中
学
校
に
は
、
武

道
種
目
に
空
手
道
を
採
用
し
て
い
た
だ

き
、
大
学
に
は
、
指
導
者
養
成
の
た
め

空
手
道
講
座
を
開
設
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
中
学
校
の
現
場
の
先

生
方
に
理
解
・
採
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
空
手
界
全
体
で
努
力
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
最
初
は
小
さ
い
灯

り
が
や
が
て
燎
原
の
火
の
よ
う
に
全
国

各
地
に
広
が
る
日
を
共
に
築
い
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
！

追記：「平成23年度中学校武道授業（空手道）指導法研究事業」（1月27～29日、日本武道館研修センター）に
おいて、「手引」中の「約束組手」の表現で、攻撃側が目標とする上段の部位を「のどの付近」と表現しているところを、
安全面への配慮から「額（ひたい）付近」に改めるということを確認しました。皆様にお知らせしておきます。
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中学校体育実技指導資料「空手道指導の手引」

目　次

Ⅰ　空手道の特性とねらい
　１　武道・スポーツとしての空手道
　２　空手道の特性

Ⅱ　空手道の指導計画
　１　指導計画作成上の留意点
　２　空手道の特性に触れさせる指導の充実
　３　単元計画作成上の留意点
　４　各学年の単元計画
　５　評価基準と単元計画例
　６　学習場面における学びの姿
　７　学習技能一覧
　８　指導と評価の計画

Ⅲ　空手道の学習指導の展開
　１　第１学年及び第２学年（必修）学習指導案
　２　第３学年 学習指導案

Ⅳ　礼法・基本技術とその練習法
　１　礼法とその練習法
　２　基本技術とその練習法
　３　中学生指導のための基本形

資料（抜粋）
教育基本法／中学校学習指導要領／中学校学習
指導要領解説／武道の理念・武道憲章

詳しくは（財）全日本空手道連盟までお問い合わせください。
 〒 135-0053 東京都江東区辰巳 1-1-20 日本空手道会館

電話 03（5534）1951　FAX 03（5534）1952
ホームページ　http://www.karatedo.co.jp/jkf/

「空手道指導の手引」をご活用ください
　平成 24 年度から始まる中学校武道必修化に向けて、教育現場における空手道の指導方法、単元計画、評価の
在り方をまとめた資料が、この「空手道指導の手引」です。（財）日本武道館と（財）全日本空手道連盟により、学
校指導者に役立ててもらいたいと、平成 22 年８月に初版が発行されました。
　（財）全日本空手道連盟ではこの「手引」を、学校関係者、空手道の指導的立場にある方々に提供・販売しています。
武道教育の場面で広く役立てていただきたいと思っております。ぜひご活用ください。

■書籍（Ａ４版 84 ページ）…無償提供
■ＤＶＤ…1,000 円
※書籍は無償提供できるものが無くなり

次第有料となります。
※別途、DVD の送料・ご入金にかかる手

数料はお客様負担となります。

次代をになう子どもたちに、空手道を
――平成 23 年 11 月から開始

竹﨑町長　４校の町立中学校で、
昨年 11 月から正式に空手道の授
業が始まりました。８月に全国
空手道指導者研修会に参加してか
ら、各校独自に計画をしてきまし
たが、理念を立て共有するために
も、事前に地元道場と熊本県空手
道連盟の先生方とともに合同事業
を実施しました。
　全国から視察が来ることも予想
されます。その際、「さすが」と
言われる芦北町を目指します。

栗原副会長　全日本空手道連盟と
しましても、必要なことがあれば
対応、協力いたします。空手道を
導入したいという学校が少しずつ
増え、今は一つひとつの「点」で
すが、これが「線」となるように
努力していきたいと思います。

竹﨑町長　町内の中学校では、当
面の中間目標として、体育祭で空
手道授業の成果を見せたらどう
か、とも思っています。

昨年 12月、全日本空手道連盟を
訪問した芦北町の竹﨑一成町長
と、全空連・栗原茂夫副会長、有
竹隆佐専務理事が対談。教育と空
手道について語り合った。空手道
授業を実践する町の声は。
（「実践トピックス」参照）

栗原副会長　昭和 30 年代から 40
年代にかけては、空手道を習うの
は大人ばかりでしたが、今はご両
親が進んでお子さんを道場に預け
てくれます。これには隔世の感を
禁じ得ません。竹﨑町長が全校で
空手道を採用してくださったこと
はたいへんありがたく、感謝して
おります。

――空手道・論語・国際交流

竹﨑町長　芦北町では小学４年生
から中学２年生を対象に「論語」
の研修を取り入れ、空手道と論語
をあわせた教育をしています。国
際交流にも力を入れておりまし
て、13 くらいの国と交流があり
ます。たとえば、子どもたちが募
金活動などで少しずつ貯めたお金
で、カンボジアの学校建設に協力
する運動をしています。
　ねらいは子どもたちの育成で
す。世界に視野を広げ、そして健
全な愛国心を持った子どもに育っ
てほしい。
　町政のスローガンは「21 世紀、
すべては子どもたちのために」で

す。すべて次の時代をになう子ど
もたちのため、有形、無形の何を
残せるかだと思っております。

栗原副会長　その教育の中で、空
手道に期待することとは何でしょ
うか。

竹﨑町長　子どもたちが徒手空拳
で身を守り、礼儀・礼節を重んじ、
強さの中に優しい心を持った人間
になるための一助になればと考え
ています。
　人生においての究極の目的は自
己の完成にあると言われます。
　私もまだまだ修行の身です。芦
北海王塾での空手稽古を続けなが
ら、日々の復習と筋トレを欠かさ
ず、週１回、町営プールで1000メー
トル泳ぐなど、これからも自己鍛
錬に励みたいと思います。

栗原副会長　ぜひ「スポーツマス
ターズ」にも挑戦していただきた
いですし、今後も生涯武道として
続けてください。本日はお越しい
ただき、誠にありがとうございま
した。

（写真）左から竹﨑町長、全空連の栗原副会長、有竹専務理事。
豊かな山と海、そして温泉に恵まれた芦北町は武道やスポーツが盛んな土地。町長自身も
還暦を過ぎて空手道を始め、昨年公認二段を取得した。町立中学校すべてで武道種目に空
手道を採用した理由としては、①地域に優秀な空手道場があり指導者がいる②施設、用具
など初期投資が少ない③安全に行なえるといった点を挙げている。全国に先駆け平成 23
年 11 月から空手道の授業をスタートさせ、現在にいたる。
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